
     

         

 

 

 

 

主題 どれどれ・動き出す 保育テーマ 散歩 月の歌 こいのぼり・犬のおまわりさん 

聖句 主よ、お話しください。僕は聞いております。 

サムエル記上 ３章９節 

讃美歌 ♪ことりたちは 

♪ふんわりげのこひつじ 

０．１．２歳児の目標 3．4．5歳児の目標 

・神さまに守られそれぞれのペースで園生活に慣

れていく 

・賛美歌に親しみ、心地よさを感じる 

・周りの様子に気付いていく 

・神さまが創られた世界に目をとめる 

・やってみたい遊びに自分から動き出し心を向ける中 

で友だちや保育士と共に過ごすことを喜ぶ・身近な自然

を心地よく感じ見たり触れたり試したりする 
 

月 火 水 木 金 土 

１ ２ 

  

３ 

憲法記念日  

４ 

みどりの日  

５ 

子どもの日 
 

６  

８ 

体育教室  

９ 

交通訓練 

１０ 

身体測定 

１１ 

礼拝  

１２  １３ 

 

１５ 

 

１６ 

 

１７ 

誕生会  

１８ 

礼拝 

１９ 

体育教室  

２０ 

 

２２ 

 

２３ 
 

２４ 

  

２５ 

礼拝・内科健診  

２６ 

避難訓練  

２７ 

 

２９ 

 

３０ ３１ 

 

 

 

  

      

 

5月の聖句は旧約聖書〔サムエル記・上〕の 3章 9節「どうぞお話しください。僕は聞いておりま

す」という言葉です。神さまから呼びかけられた少年サムエルが神さまに応えた時の言葉です。人

の話をちゃんと聞きましょうという道徳的な受け取り方をされることもありますが（もちろんその

ような受け取り方も間違いではありませんが）、神さまは人間を通して、自然を通して、聖書を通し

て、この世界がどんな世界であなたがどんな存在であるかを語りかけています。その語りかけは、

道徳だけでなく、私たちが生きていく力、すなわち、人生の価値観、アイデンティティー、人との

関わり方、社会とのつながり方を知る土台となるものです。キリスト教では、この世界を造った神

さまがいつどこででも一人ひとりに言葉を語りかけて、あなたは私の愛する子どもであると伝えて

くれていると考えています。その神さまの言葉を素直な心で「どうぞお話しください。僕は聞いて

おります」と受け取ってほしいと願っています。たとえ教会やキリスト教との関わりが卒園してか

らそれっきりになったとしても、子どもたちが成長した時に確かな生きる力として人生を支える土

台に聖書の言葉がなってくれたら幸いです。 

   ルーテル合志教会 牧師 多田 哲 

 

 

                            

 

 

                          


